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3.1.5 施工上の留意点の整理 
 施工上の留意点の整理 備考 
仮設計画 ・ゼロスペース型枠等を採用することで工程短縮を図る。  

・高圧電線下でのクレーン作業となるがブーム先端が制限

高さ範囲外であるため、施工可能と判断した。 
 

・構造物端部の沈下防止等のため鋼矢板引き抜き後の充填

材・充填方法を検討する。 
 

・重機足場の支持力、トラフィカビリティの確保を行う必

要がある。 
 

・集落地元住民等の迂回路の確保や通行止期間をできる限り

短くなるような配慮を行う必要がある。 
 

施工計画 ・吐出水槽の敷地中央案を採用し、サシバの営巣への影響

を少なくする。 
 

・構造物の漏水等を防止するため中間杭を省く仮設計画を

検討すべきではないか、 
 

・セロスペース型枠の施工は通常施工と比べて、精度が劣

る面があるので、内面の型枠の緩み等を施工時に入念に確

認する必要がある。 

 

猛禽類への配慮 ・工事可能期間９月１日～３月 20 日とする。 
影響する部分を３か年計画から２か年計画に短縮すること

で、配慮を行う。 

 

・配慮として、騒音等が大きくなることが想定される場合

には防音壁等の設置を検討する必要がある。 
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